
ロートグル－プの概要 成長戦略

特長・強み ＥＳＧ／株主還元など

～ 既存の事業領域にとどまらず、再生医療等にも挑戦 ～

 企業概要と成長の歩み
・医薬品・化粧品・機能性食品等の製造販売企業
・1899年（明治32年）創業、胃腸薬「胃活」に始まり、

1909年、「ロート目薬」へ事業展開
・1975年、メンソレータム社より商標使用権を取得し、
第三の柱・スキンケア事業に進出

・2001年、機能性化粧品の先駆けであるオバジブラ
ンドで化粧品事業へ進出

・2004年、肌ラボを発売、現在200億円近くを売り上
げる商品に成長

 社名の由来

・当時の眼科医界の権威である井上豊太郎博士の
恩師「ロートムンド博士」の名前に由来

 2017年3月期業績（連結）
・売上高：1,545億円、営業利益：155億円

 海外展開～ラストフロンティアへの挑戦
・アジア展開で培ったノウハウを活用し、中長期に
成長が期待できる、アフリカ・ブラジルなどへ展開

 再生医療への挑戦

・多様な可能性を秘める「脂肪由来幹細胞」に注目し、
細胞の持つ自己再生力を活性化させて病気を治療
する医薬品開発に着手

・新潟大学と協働で、日本初となる肝硬変を対象とし
た他家脂肪組織由来幹細胞製剤 ADR-001の治験
を3月よりスタート

・再生医療研究の過程から得られた知見を応用し、開
発された化粧品「ステムサイエンス」シリーズを発売

 アグリ・食事業

・医薬品に頼らない製薬会社を目指し、農業・畜産業
の展開や薬膳フレンチレストラン等を展開

 事業の特長
・売上構成（2017年3月期）は、スキンケア66%、
アイケア21%、内服・食品11%、その他2%

・目薬の国内シェア40%
・1988年、メンソレータム社買収を契機にグローバル
展開を加速し、現在では110ヶ国以上に進出

・海外売上比率が約4割、アジアが牽引（約7割）
・2016年3月期まで23期連続増収を達成
・国内ヘルスケア業界第2位*に躍進

*OTC・ヘルスケア関連売上

 ロートグループの強み
・強固な財務基盤

・マスメディアを駆使した広告宣伝活動により築いた
高いブランド力
－胃腸薬パンシロン（50年以上）、日焼け止めサン

プレイ（20年以上）、機能性化粧品オバジ&肌
ラボ（10年以上）のロングセラー商品

・新製品売上高比率が平均10%超で成長を牽引

 「健康長寿」実現に向けて、『ロート製薬』×『大阪府』
包括連携協定を締結

 ESGへの主な取り組み（一例）
・震災復興：3社合同「みちのく未来基金」設立
・働き方改革：兼業制度、在宅勤務制度導入など

 14期連続増配予定
・2003/3期（1株あたり7.5円）以降、13期連続増配
・2018/3期は1株あたり22円（1円増配）の配当を
予想し、14期連続増配予定

 株主優待
・ 100株以上：通販割引
・ 500株以上：通販割引

＋3,000円相当の自社製品詰合せ
・1,000株以上：通販割引

＋10,000相当の自社製品詰合せ又は寄付
※3年以上の長期保有特典：上記にプラスして100株
以上は3,000円相当、500株以上は5,000円相当

（1,000株以上は5つから選択可）の自社製品を贈呈

本資料は、フォーラム開催日の平成29年9月2日現在の情報に基づいて作成されており、その後の業績動向等を反映したものではないため、明示、黙示に
関わらず内容の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。
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